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 本論文の構成は、３部より構成されている。内容は以下の通りである。  
序章 研究の目的、先行研究、研究方法、今後の課題、本研究の特徴・意義  
第Ⅰ部 モンゴル民族におけるアイデンティティの形成  
第１章 仏教がモンゴル民族（人）に与えた影響  
第２章 内モンゴルにおけるモンゴル民族の近代教育  
    ――貢親王の学校改革を中心に――  
第３章 内モンゴル自治運動期におけるモンゴル民族教育  
第４章 中国内モンゴル自治区における民族の課題  
    ――民族意識に関する実態調査から――  
第Ⅱ部 新中国における少数民族地域学校教育政策  
第５章 中国における少数民族政策及び少数民族教育  
第６章 中国における義務教育制度  
第７章 中国における素質教育の諸問題  
第Ⅲ部 内モンゴル自治区におけるモンゴル民族教育の現状  
第８章 モンゴル民族教育とアイデンティティ  
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ン氏はそれを 4 つの点から研究している。  
まず 1 点目は、中国におけるモンゴル民族の教育改革の動きを、様々な資料に当たって、
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の相矛盾する問題の解決という大きなテーマに取り組んだ意欲的な論文である。  
 
 次に、本論文の問題点について述べる。1 点目は、素質教育の理論と実践の乖離の指摘
がなされている。それは、都市籍・農村籍及び地域間の格差によるもの、思想道徳教育の
結果であることは理解できるが、必ずしも少数民族の教育と直接結びつかない。2 点目は、
モンゴル族の民族教育が中心であるが、他の少数民族の教育問題が触れられていない。そ
のため、中国全体の少数民族の教育との比較が求められる。3 点目は、内モンゴル自治区
でのモンゴル民族に対するアンケート調査がなされているが、データー分析と解釈に正確
さが欠ける。貴重な調査であるがゆえにもう少し丁寧な分析をする必要がある。4 点目は、
ウルゲン氏の出自がモンゴル族であるため、自民族に対する思い入れが強すぎる側面があ
る。  
 
 以上述べてきたように、本論文の問題点を指摘してきた。しかしながら、中国の少数民
族の教育問題を明確な意識を持って考察、分析したことは評価できる。よって、本論文が
博士（教育学）の学位を授与するにふさわしい内容であると判断する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
